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信じられない！ 25億円 ⇒ 48億円
3月予算計上後、わずか4ヶ月で浄化センター 整備事業費変更

公開質問状で入手した資料

実施設計未着手で計上は非常識

平成28年10月18日 下水道課長より日本下水事業団へ浄化センター増設事業費算定依頼
26日 日本下水道事業団より下水道課長への回答

・浄化センター水処理施設増設工事
1－２系最初沈殿池設備増設 平成２０年度実施設計完了
２－1系水処理施設 実施設計未着手

・浄化センター流入ポンプ棟新設工事実施設計未着手
結果 概算事業費 25億5300万円

平成29年3月議会 25億5300万円議会で可決
4月 浄化センター増設事業費算定・精査依頼
？ 概算事業費51億円
7月 7日 概算事業費48億円
8月23日 市議会に報告
9月15日 「不透明な契約のチェック機能の強化を」として浄化センターについて質問
25日 市長へ公開質問状提出
28日 市長から公開質問状の回答

情報を出さない行政の姿勢
議論を拒む議会

今年度の予算に常滑浄化センター整備事業として事業費25億5千万円が計上されていたが、その
後詳細設計の積み上げがなされていなかったなどの理由から、今回48億円に変更する補正予算が
出された。議会では全員で付帯決議をつけて可決した。

今回私が公開質問状を提出したのは、ここ数年行政の不祥事が多々あったとき、普段から詳細な
契約書や予算・決算に必要な資料を事前に出さないなど、情報を開示しない隠ぺい体質であり、い
ずれこのような問題が起こると私は常々思っていた。

そこで一般質問や予算委員会で質問をすると、予算委員長（盛田克己議員）から、
「質問は2問まで」「すでにあなたは何回も質問しているので答えをもらってるので簡明
に」（答えはもらっていない）などの制約があり、とても議論の出来る議会ではないため、
公開質問状を出すことにした。（別紙「公開質問状回答」を参照）

常滑市建設部下水道課長 殿 日本下水道事業団

常滑浄化センター増設事業費の算定について（回答）

別添算定根拠（費用関数使用等）による概算額であり、
今後の業務進捗により変動があることをご承知おきく
ださい。
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９月議会 きょう子の一般質問

１， 健康寿命延伸の施策を
答 歯科保健推進に努めていく。

2025年問題といい団塊世代が後期高齢者に突入
する。そのため、医療費は上昇し財政が逼迫している
本市において、ますます負担増は免れないであろう。
生活習慣病患者の増加を抑えるためには、全ての臓
器が集約されている歯科検診を特定検診に組み入
れていくことが健康寿命を延ばし、医療費削減となる
近道である。
歯の予防が健康寿命をのばす大切なことは重々承
知しており、歯科医と連携をしたり、今年度は妊婦を
中心とした予防に特化した歯科検診を行っていくとい
うことである。

スウエーデンでは赤ちゃんに歯が
生え始めたころから歯科医院での
オーラルケアを受けることが義務。

３，ごみ減量はより早く市民と情報交換を
答 ごみ減量を目的とした説明会を

常滑で開催する予定はない。

平成24年ごみ袋の有料化で、家庭系ごみ667
グラムは５年間で535グラムへと下がった。今後は
平成33年度までに500グラムへとする目標である。
そのためには、平成34年に武豊町に２市３町で
建設される大型ごみ焼却場の焼却炉をより小さく
することがゴミ減量、しいては税負担軽減になる。
市民に対しごみ減量説明会を開くよう何年も訴え
てきたが、一向に実現されない。

最初、ゴミ焼却場として予定された半田クリーン
センターでは、ダイオキシン検出で、武豊に変更
を余儀なくされた経過がある。そのために税金の
無駄遣いがされてきた。行政はすべての情報を
開示し市民とともに考える姿勢を持つべきであろ
う。

２，不透明な契約のチェック機能の強化を
答 原因は事業団任せの算定が適切だと
考えていた。業者と状況に応じていろ
いろ話をしながら進めていきたい。

（1面を参照）

どんな市庁舎がお好み？

昭和44年に建設された市庁舎を、耐震とするか新
築にするかなどの「庁舎の今後のあり方を考える市民
会議」が行われている。
1回目はこれからの進め方と「大規模災害時におけ
る市役所・庁舎の役割」というテーマの講演会が宮城
県七浜町役場総務課佐藤浩明氏より行われた。
2回目以降はテーマごとにグループに分かれ、それ
ぞれが討議。グループでは、新築する場合の候補地
として、物件リスト8件が出されており、場所選定など
の話し合い。また、他のグループでは、総合案内、多
目的ホール、相談室など市庁舎に必要な機能につ
いて。また、市役所に併設したい施設、図書館やレス
トランなどが検討された。市庁舎の費用負担はどれく
らいかなど、多くの問題について話し合われた。
市民会議は11月12日に5回目が行われ、これら市
民と話し合われた議論を基に今年度中には方針を
決めていくと言うことである。意見のある方は市に要
望を出していただきたいと思います。

歯磨きをする学校はｲ
ﾝﾌﾙｴﾝｻﾞによる学級

閉鎖率が低い
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杉並区の小学校
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歳入 歳出
一般会計 214億6968万円 206億8041万円
特別会計 148億4110万円 141億2832万円
その他企業会計（水道会計 モーターボート、病院）

28年度財政状況を、愛知県下37市と比べてみると

28年度積立金 最下位( 0円 ) （平均6億6千万円） 貯金が出来ないその日暮らし

積立金残高 32番目(26億円) (平均110億円) 余裕の資金なし

借金返済率 最高位(10.3％) (平均4.2％) 借金返済で生活苦しく

自由に使えるお金 35番目(93.1) (平均86.5) 食費 の切り詰めせざるを得ない

子どもに負わせる借金 最高位(一人あたり99万円) ツケは子どもに

借金率 最高位 (126.7)((平均64.2) 借金まみれ

再度 身の丈に合った行革を

行財政改革2011年はそれなりの成果は上がったが、職
員数も平成21年度935人、平成29年は936人と同じであり、
事業の繰り延べもあり、10年前と借金額は同じである。
これらの借金は空港関連事業があったためもあるが、
「次世代に応分するので借金は当たり前」「今やらなく
てはならない事業」であったかもしれないが、左記にあ
る今後必要となる経費のこと、今後増えないと予測され
る収入を考えたら身の丈のあった行財政改革を再度しな
くてはと思う。
肩車をしている人がこけると、されている人もこける。

子どもたちにこれ以上ツケを残してはいけない！

今後必要となる経費

☆公共施設更新 37年間で約992億円
☆下水道事業 40年間1000億円
☆市民病院 30年で約84億円
☆新ゴミ焼却場 建設費常滑負担分

（武豊 約25億円
☆市庁舎建て替え 約45億円
☆浄化センター増設 約48億円
☆消防署跡地、保健センター跡地、
旧市民病院、 跡地などの解体
及び売却

子ども・子育て支援関連施策を重点的に

質問制限のある決算委員会
財政などをチェックするのが議員の役目であるが、委員長から質問は2回と制限されたり、要望は削られたり
する。半田市では議員の発言に制限はなく、要望もA４で8枚ほどになるという。次世代の子どもたちにツケを回さ
ないためには議会はもっと自由な発言を畝がすべきではないだろうか。

9月議会は平成28年度決算特別委員会が3

日間行われ、認定案11件いずれも認定された。
市立保育園・幼稚園への空調機設置や、認定
こども園、児童育成クラブ整備などの実施。
「妊娠・出産・子育てつながる支援事業、
「子育て支援事業」。10月からは「子ども医
療費」の無償化を小学6年始まで拡大。特別
会計では飛香台の基盤整備が完了したため会

計を閉じることなった。
以上のように平成28年度も色々な事業行っ

て、一般会計も特別会計も黒字であると言う。
しかし下記のような数字をみると、預金残高
も少なく、次世代に負わせる借金の多さは愛
知県下の中でずば抜けていて、とても安心で
きるものではないことがおわかり
になるであろう。
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北欧から学ぶ

女性議員を増やし、若者の主権者教育を

一隅を照らす 市民の声

２０２５年迄に
市民病院に期待する事

現在の入院ベッド稼働率は90％以上、リハビリ
室は101％、駐車場は行事によって満車状態で
す。２０２５年団塊の世代が７５歳を迎え、今より
も混雑が予想されています。国の方針では極力
自宅療養にと勧められています。 親の介護・子
供の世話でいつの間にか一人暮らし、自宅で無
理なので病院への入院が必要です。

また新しい治療機器が必要となりますが、機器
を購入するには新しい建物が必要となります。例
えば陽子線がん治療・予防センター（リハビリ）、
一時的に軽度の入院施設（入院病棟増含む）な
どです。その施設建設のためには、病院前の空
き地は最適だそうです。さもなければ病院を別の
場所に移転だそうです。

市庁舎移転の候補に飛香台が上がっています
が、これらを考慮し、誰でも入院のできる常滑市
民病院にお願いします。

市民が政治を変える

平成30年1月28日（日）午後2時～4時
常滑市中央公民館 視聴覚室

講師 内科医師 浅野麻里奈 氏

市立半田病院の建設予定地を大規模災害でも安全な
高台にするために半田市長選に臨み、高台移転を求め
住民投票の条例制定を請求をするなど、市民の命を守

るために精力的に活動を続け、ついに行政を動かした。

Ｃａｆｅｄｅ情報交換

常滑の 2 0年後を見てみよう！

12月2日(土) 10時～大野町きょう屋
19時～中央公民館

公共施設の老朽化による統廃合など借金の
返済、少子高齢化、過疎化などを話し合い
ましょう。

かえるの会

一般質問を動画でどうぞ 常滑市役所ＨＰ→市議会→本会議録画映像

12月議会 12月8日（金）～21日（木）

一般質問 12月11日（月）・12日（火）

傍聴にお越しください

駅頭報告 午前7時00分～8時00分

11月14日（火）大野町駅
15日（水）榎戸駅
16日（木）常滑駅

7月に「あいち国際交流はなのき会」のスタディ
ーツアーでフィンランとスウｴーデンに行った。北
欧は、高福祉、高負担と言われ、早くから教育、
介護、医療、環境などへの考え方が進んでいる。

それは日本と違い隣接した国々があるため、
何百年前から侵略されたり統治されたりと過酷な
歴史があり、そのためか自立心が旺盛で、とても
家族を大切にしている国民であったからだと推測

される。特に女性の政治家が多いと言うことも、
人の命を大切にする政策への転換が早い時期
にできたのではと思われる。またスウｴーデンの
若者（18歳～29歳）の投票率は80％で、いかに
主権者教育が進んでいるかを物語っている。こ
れらを是非常滑にも取り入れていきたいもので
ある。

9割の高齢者は在宅医療。

高福祉のシステムのためか
寝たきりの人は少ない。ス
ウェーデン

選挙はクオータ制（割り
当て）を取り入れているた
め、女性議員が半数以上
いる。

家庭から出るごみの99％

はリサイクルやエネルギー
源となる。エネルギーを作
り出すゴミ投入口ゴミ
シューター。

「ネウボラ」という妊
娠から就学前まで切れ
目のない支援が古くか
ら行われているフィン
ランド

一 隅 を 照 ら す 市 民 の 声

私、諦めないので。Doctor-まりな

講
演
会
の
御
案
内


